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われる。 これに ついては、 夢 を 顧みれば 分る。 頭の 中 

に 最も はっきりし てるの は、 種々 の 感情 や 感覚で あつ 

て、 最も ぼやけて るの は 物の 形態で ある。 形態の 明瞭 

な 夢の 絵と いう ものが もし あると すれば、 それ は 恐ら 

く 夢の 註釈の 絵であって、 夢 そのものの 絵で はないだ 

ろう。 文字に 書かれた 夢が 多く は 夢の 註釈 或は 説明で 

あるのと、 同様で ある。 

こういう ところに 第一 の 困難が ある。 更に 第二の 困 

難 は 、 文字 —— 言葉 II を 以て 形態 を 云い 現わす こと 

にある。 眼の 底に はっきり 映り 頭に はっきり 刻み こま 

れ てる 愛人の 顔 付 を、 言葉で 云い 現わそうと 試みたら 



よかろう。 この 困難な 仕事 を、 低俗な 写真 や スケッチ 

以上に よく 成し とげ 得る 者が、 幾人 あるだろう か。 

更に 第三の 困難 は、 形態 を 通じて 形態 以上のと ころ 

へつきぬ ける ことになる。 ボル コン スキ —公爵夫人の 

上唇 やその むく 毛の 域にまで 出て ゆく ことに ある。 I 

I この 最後の 芸術的 秘奥に 於て は、 文学者 も 美術家 も 

同じであろう。 それ は ロダンの バルザック 像の ような 

ものである。 

この 第三の 至高な 問題 は 別と しょう。 第一 の 通俗な 

問題 も 措く としょう。 私に 興味が あるの は、 第二の 困 

難 の 問題 である。 即ち 言葉 で 以て 形態 を 表現す る の 困 



難 さで ある。 然しながら、 吾々 文学者 は、 言葉 を 以て 

形態 を 表現す るの 困難 さ だとそう 云う が、 美術家 —— - 

殊に 画家 はどう 云う だろう か。 通俗に 吾々 は、 線 や 点 

を 基準と して 形態 を 考えて いるが、 即ち 幾何学 的 図形 

を 考えて いるが、 画家に とって は 恐らく、 線 や 点 は 面 

を 表現す るの 手段に すぎないだ ろうし、 色彩 は 面の 上 

の 現象に すぎないだ ろうから、 そういう 面 を 以て 形体 

を 表現す るの 困難 さが、 案外 大きい もので はない かと 

も 想像され る。 
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